
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
燃焼機器を制御するマイクロコンピュータを有するメイン制御部と、運転スイッチ

を有する操作部と

燃焼機器の制御装置。
【請求項２】
マイクロコンピュータが故障判定した結果は前記マイクロコンピュータの内部に設けた記
憶手段に記憶されると共に、操作部に設けた 表示する請求項１記載の燃焼
機器の制御装置。
【請求項３】

記憶手段に接続された外部記憶手段
表示手段に接続された外部表示手段とを有

請求項１または２記載の燃焼機器の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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や各種
表示類 を備え、前記メイン制御部と前記操作部とは複数芯で構成された
接続手段を介して器具内接続された燃焼機器の制御装置であって、前記接続手段には、そ
の一部に前記マイクロコンピュータから発振したＨ／Ｌ信号を前記操作部を経由してリタ
ーン信号として前記マイクロコンピュータに入力する接続手段監視回路を形成し、前記接
続手段監視回路の信号により前記接続手段の監視と異常時の故障判定をする接続判定手段
を設けた

表示類を介して

メイン制御部内に設けられ、マイクロコンピュータの
および表示の指示を行う し、接続手段の異常時
においても故障表示を可能とした



本発明は一般家庭用のガスファンヒータなどの燃焼機器の制御装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年の燃焼機器は使い勝手の向上から、機器の操作部や表示部がメイン制御部から離れた
構成の商品が多く見られる。以下、その従来の構成を図面を参照しながら説明する。
【０００３】
図２で操作部１は、運転スイッチ２や、表示部３を有し、運転スイッチ２の操作のしやす
さや、表示部３の見やすさ、などから機器本体４の正面上部へ設置されている。運転スイ
ッチ２の入切信号などは、接続手段５によって機器内部のメイン制御部６へ伝えられる。
【０００４】
メイン制御部６のマイクロコンピューター７は、運転スイッチ２の信号により、運転モー
ドシーケンスを進めモータ駆動手段８でモータ９を回転する。またガス弁駆動手段１０で
ガス開閉弁１１を開き、流量調節駆動手段１２と流量弁１３で調節されたガスは、燃焼部
１４内の図示はしないバーナへ供給され、点火駆動手段１５で点火器１６からの放電によ
り着火される。
【０００５】
送風機１７はモータ９に連結しており、燃焼部１４で加熱する温風を居室内へ供給する。
またバーナへの燃焼用空気も同時にバーナに供給する。
【０００６】
マイクロコンピューター７は、これらの制御内容をもとに接続手段５によって表示部３に
各種表示を行なう。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上述した従来の構成では、燃焼中に何らかの原因で接続手段５が外れたり、
故障してもその故障判定手段がなく燃焼を停止することが出来ず、さらに運転スイッチ２
を押してもマイクロコンピューター７へ信号が伝わらず、運転を停止する事が出来ないと
言う課題を有していた。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記課題を解決するために、

ものである。
【０００９】
上記発明によれば、運転スイッチの入切信号をメイン制御部のマイクロコンピューターに
伝える接続手段が、何らかの原因で外れたり、故障してもマイクロコンピューターが常に
その接続を監視しており安全に機器を停止することが出来る。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　本発明は、燃焼機 制御するマイクロコンピュータを有するメイン制御部と、運転ス
イッチや各種表示類を有する操作部と

ものである。そして、接続手段が外れたり、故障してもマイクロコ
ンピュータがその接続を監視していることで、その異常を判定し機器を停止することがで
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燃焼機器を制御するマイクロコンピュータを有す
るメイン制御部と、運転スイッチや各種表示類を有する操作部とを備え、前記メイン制御
部と前記操作部とは複数芯で構成された接続手段を介して器具内接続された燃焼機器の制
御装置であって、前記接続手段には、その一部に前記マイクロコンピュータから発振した
Ｈ／Ｌ信号を前記操作部を経由してリターン信号として前記マイクロコンピュータに入力
する接続手段監視回路を形成し、前記接続手段監視回路の信号により前記接続手段の監視
と異常時の故障判定をする接続判定手段を設けた

器を
を備え、前記メイン制御部と前記操作部とは複数芯

で構成された接続手段を介して器具内接続された燃焼機器の制御装置であって、前記接続
手段には、その一部に前記マイクロコンピュータから発振したＨ／Ｌ信号を前記操作部を
経由してリターン信号として前記マイクロコンピュータに入力する接続手段監視回路を形
成し、前記接続手段監視回路の信号により前記接続手段の監視と異常時の故障判定をする
接続判定手段を設けた



きる。
【００１１】
またマイクロコンピューターが故障判定した記憶と表示は、前記マイクロコンピューター
の内部に設けた記憶手段と、前記接続手段を経由して操作部の表示類へ表示する表示手段
を有するものである。そしてマイクロコンピューターの電源が切られなければ、その故障
の原因は記憶され、接続手段の交換が行なわれれば操作部の表示類に故障原因が表示され
ることで故障修理の際に原因の特定が容易にでき、故障修理がすみやかに行なえる。
【００１２】
　また、メイン制御部内 記憶手段に接続された外部
記憶手段 表示手段に接続された外部表示手段とを有

ものである。そして、機器本体の電源が切られ
マイクロコンピュータの駆動電源がオフし、初期モードにリセットされる前に記憶手段の
情報を外部記憶手段に伝える。外部記憶手段は記憶専用ＩＣで前記前記マイクロコンピュ
ータが初期モードから始動してもその記憶の内容をマイクロコンピュータに再び伝えるこ
とができる。
【００１３】
外部表示手段は、接続手段の異常が原因の故障であり表示手段では操作部の表示類に表示
が出来ず、接続手段の異常が伝わらなくても、故障修理の時メイン制御部を確認するとそ
の故障表示が行なわれているために原因の特定が容易に行なえる。
【００１４】
以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
（実施例１）
図１は本発明の実施例１の燃焼機器の制御装置を説明する構成図である。
【００１５】
図において、２０は運転スイッチ２１や、表示類２２を有する操作部で接続手段２３でメ
イン制御部２４と接続されている。接続手段２３は、運転スイッチ２１の入切信号や、各
種表示類２２の信号のため通常複数芯のコードで構成されている。
【００１６】
メイン制御部２４は家庭用電源を変圧手段や定電圧手段（図示せず）で直流電源をつくり
マイクロコンピューター２５の駆動や各種制御を行なう。
【００１７】
マイクロコンピューター２５は操作部２０による運転スイッチ２１の入切信号などを接続
手段２３を経由して取り込み機器を制御する。そしてその制御した内容をふたたび接続手
段２３で操作部２０の各種表示類２２に送り、使用者に情報を伝える。
【００１８】
マイクロコンピューター２５の接続判定手段２６から信号を操作部２０へ送り、そのリタ
ーン信号を再びマイクロコンピューター２５の接続判定手段２６で入力判定することで接
続手段２３の監視と異常時の故障判定が出来る。
【００１９】
例えばＨｉとＬｏの信号を交互に出力するＨｉ－Ｌｏ信号を出力すると接続手段２３が正
常であればそのままＨｉ－Ｌｏ信号がふたたび入力されるが、接続手段２３に異常が発生
すれば、このＨｉ－Ｌｏ信号はＨｉ信号か、Ｌｏ信号のどちらかに固定されたものになる
。
【００２０】
このように燃焼中に何らかの原因で接続手段２３が外れたり、故障すると、接続判定手段
２６の出力信号に対する入力信号に変化が表われ、それによって異常を感知し機器の燃焼
を停止するのが可能となる。
【００２１】
　（実施例２）
　本発明の実施例２としては、接続手段２３の異常で燃焼が停止した事は、マイクロコン
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に設けられ、マイクロコンピュータの
および表示の指示を行う し、接続手段

の異常時においても故障表示を可能とした



ピュータ 内部の記憶手段２７に記憶され、 表示手段
２８で操作部２０の表示類２２へ 出力される。
【００２２】
　故障修理によって接続手段２３の故障の原因が取り除かれると、

表示手段 出力された故障判定の表示 が操作部２０へ表示され、
故障修理の内容が正しく行われた事の判断ができる。
【００２３】
　（実施例３）
　本発明の実施例３は、メイン制御部２４に外部記憶手段２９と外部表示手段３０を設け
、マイクロコンピュータ２５内部の記憶手段と、 表示手段２８にそれ
ぞれ接続している。そして機器の電源コンセントが抜かれると、マイクロコンピュータ２
５の駆動電源が低下し、マイクロコンピュータ２５が初期リセットされる。
【００２４】
また初期リセットにより記憶手段２７の記憶などは全て解除される。マイクロコンピュー
ター２５は初期リセットされる前に記憶手段２７の情報を外部記憶手段２９に伝える。外
部記憶手段２９は記憶専用のＩＣで電源がなくてもその記憶を保持しつづけることが可能
である。
【００２５】
マイクロコンピューター２５が再び初期モードから始動しても、外部記憶手段２９により
、機器の燃焼停止の原因を明らかにすることができる。
【００２６】
　外部表示手段３０は、 表示手段２
８の信号により操作部２０への表示の他にメイン制御部２４内に故障の原因を表示する。
さらに接続手段２３の故障であり、操作部２０への故障の原因が伝わらない場合でもメイ
ン制御部２４を確認することで故障の判定が可能となる。
【００２７】
【発明の効果】
以上の説明から明らかのように本発明の燃焼機器の制御装置によれば次の効果が得られる
。
【００２８】
請求項１記載の発明では、操作部とメイン制御部の接続状態を監視することにより接続に
異常があった場合、自動的に機器の燃焼を停止するので、緊急時に使用者が運転スイッチ
を押しても燃焼が停止出来ないと言った不安感を解消することができる。
【００２９】
また請求項２記載の発明では、故障判定の原因をマイクロコンピューターが記憶し、表示
類に表示することで故障修理の際の原因の特定が容易に出来、故障修理がすみやかに行な
える。
【００３０】
また請求項３記載の発明では、機器の電源コンセントが抜かれマイクロコンピューターが
初期リセットしても記憶手段の故障判定の記憶は、外部記憶手段で記憶され、再び電源が
立ち上がりマイクロコンピューターが初期モードから始動しても外部記憶手段で記憶され
つづけた故障判定を再び認識でき、また外部記憶手段をメイン制御部に設けたことで、操
作部の表示類への故障判定が接続手段の故障により表示出来ない場合でもメイン制御部を
確認することでその情報が得られ、故障修理の原因の特定をすみやかに行なうことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における燃焼機器の制御装置の構成図
【図２】従来の燃焼機器の制御装置の構成図
【符号の説明】
２０　操作部
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２５ マイクロコンピュータ２５内部の
表示情報が

マイクロコンピュータ
２５内部の ２８により 情報

表示情報を出力する

マイクロコンピュータ２５内部の表示情報を出力する



２１　運転スイッチ
２２　表示類
２３　接続手段
２４　メイン制御部
２５　マイクロコンピューター
２６　接続判定手段
２７　記憶手段
２８　表示手段
２９　外部記憶手段
３０　外部表示手段 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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